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機器、情報システム、設備 ─ 明日の病院インフラを考える

千葉県がんセンターは、今秋の新病院オープンを機に、新型リニアックへの更新を行い、更なる先進的な放射線治療体制の構築を図った（詳しくはグラビア頁）。
新規導入のリニアックの前で、左から放射線治療部部長の原 竜介氏、医学物理士の河内 徹氏、治療放射線科部長の岩瀬 勉氏。

【総特集】

【特集】

検証─施設プレゼンスを高める検診戦略

放射線治療─ “高精度”追求の意義と成果
“高精度”を追い求めることを止まぬ最新の放射線治療装置及び治療体制であるが、その志向の意義と施設にもたらす成果を報告する

放射線治療装置・システム設置施設名簿［Part 1］
病院情報システム（HIS）導入施設名簿［Part 2］
マルチスライスCT設置施設名簿［Part 3］
主要CT仕様一覧
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　エム・シー・ヘルスケアは、11月
11日、本社（東京・港区）にて、鈴
木康裕氏（厚生労働省顧問、初代医
務技監）によるオンライン講演会を
開催した。
　同社は2000年より、講演会とディ
スカッション、及びワークショップ
を中心に病院戦略や医療の行方を考
察する「病院の経営を考える会」を
年１回、開催してきた。各回ごとにテ
ーマを決め、棋士の羽生善治氏など、
医療関係者のみならず幅広い分野の
演者が講演を行った。同会は昨年、
第20回を迎えたが、本年は新型コロ
ナの影響を鑑みて開催を見送り、代
わりに「特別ウェビナー」と題した
オンライン講演を開催するに至った。

染傾向の分析や発生前からのマスク
着用による家族内感染減など、奏効
した感染対策を報告。続いてPCR
などの検査や新型コロナウイルス感
染症治療薬候補の概況等について述
べ、これからの感染対策として「有
事に迅速に対応するサージ・キャパ
シティを、人とモノの面から考える
ことなどが大切」と語った。病院経
営については、「コンタクトレスな
どコロナ対策の違いで外来患者の戻
りに差が生じていることに着目した
い。また、『オンライン診療もできる』
という診察体制がより必要であり、
ウェアラブルデバイスによって来院
せずとも検査ができる時代の到来に
どう対応していくかは、今後のコロ
ナ対策としても重要」と述べた。
　講演後、聴講者との質疑応答が行
われ、今後の備えなどの質問に対し
て、鈴木氏が自身の見解を示した。

エム・シー・ヘルスケア

コロナ禍の現況から今後の医療の在り方を問う

　鈴木氏は、「新型コロナウイルス
と医療の今後」について講演。同氏
は医務技監時代に政府の中枢で新型
コロナ対策に従事した立場から対応
を振り返ると共に、今後を見据えた
医療政策と病院経営について語った。
　鈴木氏は「2000年以降の感染症
の世界的パンデミックの経緯から、
今後は4～ 5年周期での発生を前提
とした制度作りが必要」と提言した
上で、欧米各国と比較した日本の感
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